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1 調査概要 

1.1 実施概要 

（１） 主催（共催） 

特定非営利活動法人 大規模災害対策研究機構（CDR） 

関西大学社会安全学部 社会安全研究センター（学生参加） 

 

（２） 実施日時 

2015年（平成 27年）10月 2日（金）～4日（日） （2泊 3日） 

 

（３） 調査実施場所 

愛媛県豊後水道沿岸～高知県足摺岬～高知県南国市沿岸 

 

（４） 協力機関 

（現地津波痕跡解説）香川大学 防災教育センター・四国防災共同教育センター 

特命教授 松尾 裕治 氏 

（企画助言、現地調整） 

高知県 危機管理部 副部長 酒井 浩一 氏 

高知県南海トラフ地震対策推進 幡多地域本部 本部長 澤田 隆延 氏 

高知県南海トラフ地震対策推進 須崎地域本部 本部長・地域防災企画監 浦田 敏郎 氏 

（現地随行・津波避難施設概要説明） 

高知県南海トラフ地震対策推進 須崎地域本部 本部長・地域防災企画監 浦田 敏郎 氏 

中土佐町 町長 池田 洋光 氏 

総務課危機管理室 室長 橋田 広加 氏、係長 山崎 正明 氏 

高知市 防災対策部 参事 横山 成郎 氏、地域防災推進課 係長 鍋島 茂樹 氏 

南国市 危機管理課危機管理係 課長 中島 章 氏、技師 西原 三登 氏 

 

（５） 現地調査の概要 

西日本の太平洋沿岸地域では、南海トラフ巨大地震を対象とした地震・津波被害想定及び対策

検討が進められている。 

特に高知県では平成 24年 8月の内閣府による南海トラフの巨大地震モデル検討において、「津

波高 34.4m（黒潮町）；全国で 1 番」という予測値が発表され、これまでの津波対策の見直しを

余儀なくされている。 

その津波対策の一つとして、避難場所整備のスピードアップを図るために、「津波避難タワー

設計のための手引き」を制定するとともに、整備計画として、避難路・避難場所 1,455カ所、津

波避難タワー115 基を目標として、各地において順次整備を進めている（2014 年 6 月時点 45

基完成）。 

そこで、今回は、予想される津波高が 20～30m を超える高知県西部沿岸域に整備されている

津波避難タワーの整備状況を調査する。また、愛媛県の豊後水道沿岸域においても 9～21m程度

の津波が予想されており、関西圏からなかなか見ることができない同沿岸域の状況についても踏

査する。 

 

（６） 参加者数 

CDR会員：20名、 関西大学学生：16名 
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（７） スケジュール 

●10 月 2 日（金） 

7:20～30 関西大学高槻ミューズキャンパス（高槻市）集合・出発 

13:15頃 松山駅（CDR号 集合・出発） 

13:45～14:20 昼食（松山市内：CDR号、関大号合流） 

14:20～19:30 愛媛県豊後水道沿岸域海岸調査 

 （松山市→宇和島市沿岸→愛南町沿岸→宿毛市沿岸→土佐清水市沿岸） 

19:30 足摺岬（泊） 

●10 月 3 日（土） 

8:40 足摺岬ホテル出発 

8:50～9:35 足摺岬灯台（視察） 

10:45～11:10 四万十市津波避難タワー調査（山路地区） 

11:30～12:20 昼食（四万十市内） 

12:35～13:00 四万十市津波避難タワー調査（下田水戸地区） 

14:15～14:45 黒潮町佐賀地区城山避難場所 

15:45～16:30 中土佐町津波避難タワー調査（久礼地区） 

18:00 高知市内（泊） 

●10 月 4 日（日） 

8:30 高知市内ホテル出発 

8:45～9:05 五台山展望台（視察） 

9:30～10:30 坂本龍馬記念館（視察） 

10:40～11:10 高知市種崎地区津波避難センター調査 

11:40～12:20 南国市津波避難施設調査（大湊小南タワー） 

12:25～12:35 高知龍馬空港（CDR希望者下車） 

13:15～14:00 昼食（高知市内） 

【関西大学】 

14:00～20:00 帰阪→関西大学高槻ミューズキャンパス（解散） 

【CDR】 

14:25頃 高知駅（解散） 
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（８） 現地調査実施行程 

 

【10 月 2 日（金）①】 

【関西大学高槻ミューズキャンパス→松山駅】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【関西大学高槻ミューズキャンパス→松山駅：324.9km】 

 
 
・ 7:20～7:30 《出発》関西大高槻ミューズキャンパス（集合） 
・ 7:30～9:00 移動 
・ 9:00～9:15 《経由１》淡路 SA（休憩） 
・ 9:15～9:45 移動 
・ 9:45～9:50 《経由２》緑 PA（合流者乗車） 
・ 9:50～11:15 移動 
・ 11:15～11:30 《経由２》吉野川 SA（休憩） 
・ 11:30～13:15 移動 
・ 13:15～13:20 《目的》松山駅（CDR号のみ、関大号は昼食会場に直行） 
・ 13:20～13:45 移動 
・ 13:45～14:20 昼食（松山市内） 
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【10 月 2 日（金）②】 

【松山市内→宿毛市経由→土佐清水市足摺岬

（足摺テルメ）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【松山市内→宿毛市経由→土佐清水市足摺岬（足摺テルメ）：205.0km】 

 
・ 14:20～19:00 松山市内→（経由１（車窓から視察））蓮光寺…宝永地震の最高津波 15.4m（石

段上から 3段目まで） 
・ 19:00～19:05 《経由１》蓮光寺→（経由２）史跡唐船島…南海地震で隆起 
・ 19:05～19:30 《経由２》史跡唐船島→足摺岬ホテル（足摺テルメ） 

◎ 昼食会場（ローズハウス）（14:20 発）→伊予 IC

（14:45）→≪松山道≫→大洲 IC（15:15）→①

（16:00）道の駅うわじまきさいや広場→②（17:00）

道の駅御荘（ﾐｼｮｳ）MIC→③（18:00）道の駅大月

→足摺テルメ（19:30） 
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【10 月 3 日（土）①、②】 

【足摺岬ホテル→足摺岬灯台】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【足摺岬ホテル→足摺岬灯台：1.6km】 

 
・ 8:40～8:50 《出発》足摺岬ホテル→《目的》足摺岬灯台 

 
②【足摺岬灯台→四万十市山路地区津波避難タワー：40.9km】 

 
・ 8:50～9:35 《出発》足摺岬灯台（視察） 
・ 9:35～10:45 移動 
・ 10:45～11:10 《目的》四万十市山路地区 
 津波避難タワー（調査） 
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【10 月 3 日（土）③】 

③【四万十市津波避難タワー調査】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【四万十市津波避難タワー調査 ： 14.3km】 

 
・ 10:45～11:10 《出発》山路地区津波避難タワー（調査） 
・ 11:15～11:30 移動 
・ 11:30～12:20 《経由１》昼食（サンリバー四万十物産館） 
・ 12:20～12:35 移動 
・ 12:35～13:00 《目的》下田水戸地区津波避難タワー（調査） 
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【10 月 3 日（土）④】 

④【四万十市下田水戸地区津波避難タワー → 黒潮町佐賀地区城山避難場所】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【四万十市下田水戸地区津波避難タワー→黒潮町佐賀地区城山避難場所：30.9km】 

 
・ 12:35～13:00 《出発》下田水戸地区津波避難タワー（調査） 
・ 13:00～13:35 移動 
・ 13:35～13:45 （経由１）道の駅ビオスおおがた（休憩） 
・ 13:45～14:15 移動 
・ 14:15～14:45 《目的》黒潮町佐賀地区城山避難場所（調査） 
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【10 月 3 日（土）⑤】 

⑤【黒潮町佐賀地区城山避難場所 → 中土佐町久礼津波避難タワー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【黒潮町佐賀地区城山避難場所 → 中土佐町久礼津波避難タワー：42.2km】 

 

・ 14:15～14:45 《出発》黒潮町佐賀地区城山避難場所（調査） 
・ 14:45～15:45 移動 
・ 15:45～16:30 《目的》中土佐町久礼津波避難タワー 第 1号基（調査） 
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【10 月 3 日（土）⑥】 

⑥【中土佐町久礼津波避難タワー → 高知市内ホテル】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中土佐町久礼津波避難タワー → 高知市内ホテル：53.9km】 

 

・ 15:45～16:30 《出発》中土佐町久礼津波避難タワー 第 1号基（調査） 
・ 16:30～17:45 移動 
・ 18:00 《目的》高知市内ホテル（ホテル日航高知 旭ロイヤル） 
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【10 月 4 日（日）①】 

①【高知市内ホテル → 五台山展望台→坂本龍馬記念館 → 高知市種崎地区津波避難センター】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【高知市内ホテル→五台山展望台→坂本龍馬記念館→種崎地区津波避難センター：16.5km】 

 
 
・ 8:30 《出発》高知市内ホテル 
・ 8:30～8:45 移動 
・ 8:45～9:05 《経由１》五台山展望台（視察） 
・ 9:05～9:30 移動 
・ 9:30～10:30 《経由２》坂本龍馬記念館（視察） 
・ 10:30～10:40 移動 
・ 10:40～11:10 《目的》高知市種崎地区津波避難センター（調査） 
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【10 月 4 日（日）②】 

②【高知市種崎地区津波避難センター → 南国市津波避難タワー → 高知龍馬空港】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【高知市種崎地区津波避難センター→南国市津波避難タワー→高知龍馬空港：14.8km】 

 
・ 10:40～11:10 《出発》高知市種崎地区津波避難センター（調査） 
・ 11:10～11:40 移動 
・ 11:40～12:20 《経由１》津波避難施設 大湊小南タワー（調査） 
・ 12:20～12:25 移動 
・ 12:25～12:35 《目的》高知龍馬空港（CDR希望者下車） 
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【10 月 4 日（日）③】 

③【高知龍馬空港 → 高知駅】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【高知龍馬空港 → 昼食会場 → 高知駅：19.7km】 

 
・ 12:25～12:35 《出発》高知龍馬空港（CDR希望者下車） 
・ 12:35～13:15 移動 
・ 13:15～14:00 《経由１》昼食（土佐海）→（CDR希望者）関大号に移動 

 
【関大号】 
・ 14:00～ 高知 ICより帰阪 

 
【CDR会員】 
・ 14:00～14:15 移動 
・ 14:15～14:25 《目的》高知駅（解散） 
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【10 月 4 日（日）③】 

④【高知市 → 関西大学高槻ミューズキャンパス】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【高知市 → 関西大学高槻ミューズキャンパス：310.3km】 

 
・ 14:00～15:30 昼食会場出発、移動 
・ 15:30～15:45 《経由１》吉野川 SA（休憩） 
・ 15:45～17:15 移動 
・ 17:15～17:20 《経由２》緑 PA（希望者下車） 
・ 17:20～17:50 移動 
・ 17:50～18:05 《経由３》淡路 SA（休憩） 
・ 18:05～20:00 移動 
・ 20:00 《目的》関西大学高槻ミューズキャンパス（解散） 
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2015年 10月 3日（土） 足摺岬灯台にて 
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2015年 10月 3日（土） 高知市はりまや橋にて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2015年 10月 4日（日） 高知市五台山展望台にて 
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2 現地調査報告 

2.1 土佐清水市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.1 土佐清水市清水に残る津波痕跡位置（調査地点位置図） 

 

（１） 蓮光寺石段（上から 3 段目まで潮） （図 2.1.1左） 

・ 土佐清水市の清水にある蓮光寺には、宝永地震の海岸部で最も高い津波 15.4m の記録の言い

伝えがある。 

・ 郷土史家の間城龍男氏は、著書「宝永大地震－土佐最大の被害地震－」の中で清水付近津波

侵入図を示し、「清水：「亡所潮は越浦境の小坂を打越す山間の家少し残る、鹿島の宮流る」

「旧村役場の床に上がる、石段を下より七段までの所に至る。蓮光寺の石段を上より三段の

所に達した」 津波は山に達し、山の上の少数の家を残して他はすべて流失をした。越：「亡

所潮は山まで」 津波は山に達し、全戸流失をした。言い伝えに「津波は南は上原屋敷と言

う段があり、北は庄屋屋敷と其の頃の庄屋の家に達した。村中で家の残ったのはこの庄屋の

家のみであった」とある。加久見： 「半亡所潮は山まで山間の家は残る」 津波は山に達し、

平地の家は流失、高地の家は流失を免れた。養老：「亡所」津波は山まで達し全戸流失した。」

●津波の高さは、清水：言い伝えに「蓮光寺の石段を上より三段の所まで」とある。この言い

伝えが正しければ津波の高さは約 15mである。」とある。 

・ 徳島大学名誉教授／村上仁士氏の調査では 15.4m となっており、これが宝永地震津波の高知

県の海岸部で最も高い値である。 

（引用資料：松尾裕治『四国の代表的防災風土資源の紹介（HP）』より引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蓮光寺石段

史蹟唐船島
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（２） 史蹟唐船島（昭和南海地震で隆起） （図 2.1.1右） 

・ 1946年 12月 21日の午前 4時 19分に発生した昭和南海地震の被害記録は、写真や新聞報道、

史蹟などに多く残されている。その中で四国地方では地盤隆起や沈降の地盤変動が発生して

いる。特に高知県では、地盤沈降により高知市東部一帯の浸水が長く続いたことが知られて

いる。一方で、室戸岬や足摺岬の周辺地域では海岸が隆起した。 

・ その隆起を象徴する隆起海岸が足摺岬に向かう所の土佐清水市の清水港に浮かぶ小さな島に

ある。昭和 21年南海地震によって 80cm隆起した唐船島である。 

・ 現在も、その隆起した汀線のあとが残る唐船島が史蹟として国指定天然記念物に指定されて

いる。 

（引用資料：松尾裕治『四国の代表的防災風土資源の紹介（HP）』より引用） 
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2.2 四万十市 

（１） 山路地区津波避難タワー （四万十市山路 2367 番地 20） 

・ お年寄りや体の不自由な人たちのためにゴンドラを

備えた新たな津波避難タワーが、四万十市に初めて

完成。 

・ ゴンドラを備えた新たな津波避難タワーは、高知市

の土木会社が開発したもので、タワーの最上部に設

置されたハンドルを人の力で回して上げる仕組みで、

一度に大人 5 人程度まで乗せて上げることができる。 

・ 山路地区の鎌田区長は「足腰の弱い人が多いのでゴ

ンドラはとてもありがたい。普段から訓練をして、

もしもの時に備えたい」と。 

・ このゴンドラは既に建設された避難タワーにもあと

から設置できるうえ、人の力で上げるため地震で停

電があったとしても使えるということで、県内だけ

でなく県外からも問い合わせが相次いでいるという。 
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（２） 下田水戸地区津波避難タワー（2 号基） （四万十市下田 4314 番地 1） 

下田地区は四万十川河口の砂州上に広がる町。 

安政南海地震津波のことが住吉神社境内にある碑に刻まれているが、摩耗がひどく判読はできない。

今村明恒（高知県下における津波災害予防施設について，地震，10，60-78）によると、宝永地震では

8ｍの津波に襲われ、四万十川を逆流した津波は、河口から 13km上流まで達している。 

（2015年 6月 30日 毎日新聞より） 

・ 四万十市が同市下田水戸地区に建設していた津波避難タワーが完成。 

・ 同地区は四万十川河口左岸にあり、約 200世帯、370人が暮らす。 

・ 南海トラフ巨大地震で最大 9ｍの津波が想定されるため、市が総工費１億 400万円で建設。 

・ 鉄骨 3階建てで、高さ 8.2m、海抜 15.9m。 

・ 屋上の避難スペースは 119m２あり 120人が収容できる。 

・ お年寄りや車椅子のためのスロープを設置。 

・ 太陽光誘導灯や備蓄倉庫も整備。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 号基
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（３） 【参考】下田水戸地区津波避難タワー（1 号基） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2013年 3月 日本経済＿地震速報） 

・ 四万十川河口付近にある四万十市下田水戸地区に新たな津波避難タワーが完成した。同地区ではこ

れまでに海抜約 10 メートル地点に高さ 6 メートルの津波避難タワーを設置していたが、県が昨年

12月に想定した独自の津波高は、地震発生後 17分で 5～10メートル浸水するとされた。このため、

同市が昨年 11月から既存の避難タワーの並びに高さ 9メートルのタワー建設を進めてきた。 

・ 総工費は 2,500万円で、収容人員は 100人。ツインタワーとして機能すれば 312人収容可能となる。 

・ 市は今後、救命胴衣 200人分を用意するとしている。 

 

（2013年 11月 四万十市：前・市長のブログ） 

・ ４年前、最初のタワーをつくったが、その後の東北の震災を受け、今年 3 月、さらに隣により高い

タワーをつくり、二つをつなぎ合わせてツインタワーとした。こんな大がかりな構造のタワーは全

国ほかにはない。 

・ 場所は、地区からの要望、提案受け、江戸幕末、土佐藩が夷敵（外国）にそなえて築いた砲台跡と

した。次の敵は津波というわけである。普段からみんなが知っている場所ならば、いざという時、

すぐに集まりやすい。この場所の一角には、以前から神社もあり、地元になじみ深いところであっ

た。タワーの下には縁台を置き、夏の夕涼みや盆踊りなどにも使われ、高齢化が進む地域のおばあ

ちゃんたちの新たなたまり場になっている。 

・ このタワーはお城のようなもので、はやこの地区のシンボルとして、地域に溶け込んだ風景になっ

ている。 

1 号基 
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（４） 【参考：車窓から視察】 赤鉄橋 … 昭和南海地震で落橋 

（高知県提供） 

・ 大正 15年に完成。 

・ 9スパンのうち 6スパンが落橋。 

・ 現在の橋は昭和２３年８月に完成。その後、歩道橋を追加（昭和 42年～）。軽量化の改修（昭和 55

年～）を行い、今の姿となっている。 
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2.3 黒潮町 

（１） 佐賀地区城山避難場所 

黒潮町は、政府/中央防災会議により
南海トラフ巨大地震発生時には、最大

震度 7、最短 2分で最大 34.4mの巨大
津波が来襲し、街のほとんど全てを押

し流すと予想された。この津波高は、

日本一高い津波高である。 
県庁のある高知市から電車（特急）

で 1時間半ほどの黒潮町は漁業が盛ん
で、カツオの一本釣りのほか、クジラ

ウオッチングと砂浜一面に植えられ

たラッキョウで知られる。 
人口は約 1万 3,000人（65歳以上の

高齢化率は約 35％）。その約 8割が沿
岸部に集中し、高さ約 34m 以上にあ

る避難場所は 8ヵ所しかない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐賀地区城山避難場所
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2.4 中土佐町 

（１） 久礼地区第 1 号津波避難タワー 

・ 想定される津波水位：T.P.+12～13m 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 中土佐町 池田町長による説明



 

32 

・ 2014年 6月に、南海トラフ巨大地震に備えて、中土佐町久礼に津波避難タワーが完成。 
・ タワーは、週末は町外や県外から多くの観光客が訪れる久礼大正町市場の南東約 250m
の海岸沿いにあり、高さ 19.99m の鉄骨 3 階建て。避難床面積約 404.76m2 で、約 400
人の収容を想定。 

・ 同町は「全住民の避難場所確保」を目標に掲げ、高台への避難路の整備を進めてきた。

しかし、久礼周辺だけが高台や高層建造物のない避難困難区域となり、タワーの建設が

急務となっていた。 
・ 南海トラフ巨大地震に備えて、どの方向から津波が来ても耐えられる円柱形の津波避難

タワー。 
・ この地域は文化的景観重要地区に指定されており、周囲の景観と調和するようなデザイ

ンにされている。 
・ 高齢者や障害者の方が利用しやすいように、らせん型のスロープや階段、避難ゴンドラ

を設置しており、全ての人が円滑に避難できるように設計されている。 
・ この津波避難タワーは普段は展望台としても利用することができ、近隣の人や観光客に

普段から慣れ親しんでもらうことで、地震時に円滑に避難ができるようにしている。 
・ 避難階は、浸水深さ約７ｍの津波が来ても、3.7mの余裕がある高さ設定 
・ 太陽光発電による照明灯を設備 
・ 簡易トイレ、雨水利用の給水設備 
・ 防災倉庫、ヘリコプターによる救助スペースを設置 
・ 普段は展望台として利用可能 
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雨水を浄化させる装置 

左図の破線位置に市街地からの避難用スロープ建設中。右図は完成イメージ図 
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（２） 【参考】 久礼地区第２号津波避難タワー 

・ 概要：WAWO構法、KK-ONE工法施工 
・ 鉄骨造 3 階建て、延床面積：783.16 ㎡、最高高さ：23.19m、収容人数 400 人、柱サイ
ズ：Φ914mm×22mm、最大梁 サイズ：H800mm×300mm×14mm×26mm 

・ 杭種：鋼管杭、杭材質：SKK490、杭サイズ：1000mm、板厚：19mm、杭長：地中約

26m 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 号タワーから 2 号タワーを望む
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2.5 高知市 

（１） 種崎地区津波避難センター 

・ 種崎地区は過去の南海地震での津

波により、幾度となく壊滅的被害を

受けた地域。 
・ 同地区には、山や高台もなく、避難

に適当な建物が少ない地域であり、

津波避難場所の確保が必須であっ

た。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知市 横山参事による挨拶 

高知市 鍋島地域防災推進課係長による説明
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2.6 南国市 

・ 南国市では最大で 16ｍの津波が最も早い所で 17 分後に予想されており、概ね 5 分で避
難できることを目標に、沿岸部に津波避難タワーを建設している。 
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（１） 大湊小南タワー 
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南国市 西原氏による説明 

中土佐町の津波避難タワーと同じく、震度 5 以上で自動解錠する鍵収納ボックス 
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3 お世話になった皆様（敬称略） 

 
（現地津波痕跡解説） 

・ 香川大学 防災教育センター・四国防災共同教育センター 特命教授 松尾裕治 氏 

 
（企画助言、現地調整） 

・ 高知県 危機管理部 副部長 酒井浩一 氏 
・ 高知県 南海トラフ地震対策推進 幡多地域本部 本部長 澤田隆延 氏 
・ 高知県 南海トラフ地震対策推進 須崎地域本部 本部長・地域防災企画監 浦田敏郎 氏 

 
（現地随行・津波避難施設概要説明） 

・ 高知県南海トラフ地震対策推進 須崎地域本部 本部長・地域防災企画監 浦田 敏郎 氏 
・ 中土佐町 町長 池田 洋光 氏 

総務課危機管理室 室長 橋田 広加 氏、係長 山崎 正明 氏 
・ 高知市 防災対策部 参事 横山 成郎 氏、地域防災推進課 係長 鍋島 茂樹 氏 
・ 南国市 危機管理課危機管理係 課長 中島 章 氏、技師 西原 三登 氏 

 
 
 
協力していただいた皆様へ心から感謝の気持ちと御礼を申し上げたく、謝辞にかえさせていた

だきます｡ 
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－ 高知県西部沿岸域における津波避難施設の整備状況調査 － 
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